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平成 7年よりスタートした「愛のドリーム募金」は、公益法人事業の社会貢献活動の基本柱として地方協会毎の活動
が定着している中、更に「愛のドリーム募金」の拡充と活動の周知をはかるため、毎年、生命保険の日（1月31日）
に併せて「愛のドリーム募金」贈呈式を全国地方協会にて一斉に挙行していく活動を取り入れました。
初回となった昨年度は、愛のドリーム募金創設 25 事業年目を迎えるにあたり、「愛のドリーム募金創設 25 周年記念
“1月 31 日生命保険の日”全国一斉贈呈式」と題し、全 54 地方協会が一丸となって、「未来ある子どもたち」の
ために活用いただくため、各都道府県社会福祉協議会へ寄付金を贈呈し支援を行いました！
本来であれば 2020 年静岡年次大会会場にて活動報告予定でしたが、急遽中止（延期含む）となりましたため、
皆様にこの誌面を通し各ブロックごとに活動報告を紹介させていただきます。

全国から喜びの声が届いています！

愛 のドリーム募金 
創設25周年記念

１月３１日生命保険の日
全国一斉贈呈式 活動報告

「未来ある子どもたち」のために、全54地方協会が一丸となり一斉贈呈いたしました！！

累計総額　5億4,918万6,078円
令和2年度募金現在額は207 万280円です （令和 2年 10月31日現在）

公益社団法人　生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

理事長　石井　清司

一人ひとりの協力で
永続的社会貢献活動を続けていきましょう。

今年度以降も、毎年“1月31日生命保険の日”に全国一斉贈呈式を継続してまいります！
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技能検定

お金に関する正しい知識を身につけ
人生100年時代に備えましょう

ファイナンシャル・プランニング

国 家
試 験

日 3月12日（金）～4月1日（木）　5月23日 2021年  

受検申請受付期間2021年度試験日程

2021年

日 7月6日（火）～7月27日（火）　9月12日 2021年  2021年

日 11月9日（火）～11月30日（火）　1月23日 2021年  2022年

検定センター   
厚生労働大臣指定試験機関

https://www.kinzai.or.jp/
  

https://kentei.kinzai.or.jp/mobile
● スマートフォンからも受検申請ができます。 

● 詳細は、一般社団法人金融財政事情研究会のホームページをご覧ください。インターネットで受検申請ができます。

TEL 03-4334-1263

170x242

毎月月初にコンテンツ・毎週月曜日に「セールスに
役立つ記事」が追加更新されていきます。

ホーム画面をスマホに
お気に入り登録すれば

さらに便利！
JAIFA学習帖

 「JAIFA学習帖」充実のコンテンツ（内容）紹介

毎月月初にコンテンツが�  
追加されていきます。
● �映像で学ぶ“生命保険提案”� �

12 月追加予定：【法人への提案】知ればな
るほど  社会保障（労働保険編）

● �リーフレットで学ぶ“保険提案”
（�生命保険提案、相続・法人の自学自習用
のリーフレットです）
12 月追加予定：個人 No.05 相続における
民法と税法の違いについてご存じですか？

●  “映像ライブラリー”で調べよう
（�相続・法人の基本用語を映像で解説。
実践に使えるヒントが盛り沢山です）
12 月追加予定：【法人】廃業すると決めた
ら計画的に準備が必要

映像で学ぶ生命保険提案
相続、法人・個人への生命保険の提案を学べるツールです。
学習できる主な項目
●相続の基礎
●法人の基礎
●法人への提案
●個人への提案

※注意
「JAIFA学習帖」のコンテンツは、知識習得を目的としていますので、生命保険の募集等には一切使用できません。

まだご登録いただいていない会員は、
今すぐご登録ください。

JAIFA学習帖

生保セールスに� 
役立つ記事
保険・金融業界や税
務、社会保障制度な
どについての旬な情
報を、税理士や社会
保険労務士などの
士業や FP、各界の
ジャーナリストなど
専門家が執筆してい
ます。原則、毎週月
曜日に掲載します。

あなたの会費で
制作しております

過去の記事もこちらから見られます。
●お客様訪問時の話題に
●ニーズを訴求する時に
●朝礼のネタに

注目の記事

11月２日から特別公開！
公的保険アドバイザー協会

「公的保険入門セミナー」
動画を特別公開！ !

NEW



白水性一
昭11・20・29・38・47・56・平2・11

黒土性二
昭10・19・28・37・46・55・平元・平10

碧木性三
昭18・27・36・45・54・63・平9

緑木性四
昭17・26・35・44・53・62・平8

黄土性五
昭16・25・34・43・52・61・平7

白金性六
昭15・24・33・42・51・60・平6

赤金性七
昭14・23・32・41・50・59・平5

白土性八
昭13・22・31・40・49・58・平4

紫火性九
昭12・21・30・39・48・57・平3・12

今月の
運勢

ビジネス運、対人運、金運、あなたの潜在力を活かす

マダム晶子の九性気学で

今日から開運
自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性気学。人は、生まれた
ときの「気」によって、九つの性に分けられます。「気」は生まれ年ごと
により違い、それによって「本命性」が決まります。運勢に影響を与え
る本命性を知って、あなたの潜在力を活かしませんか ?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。

マダム晶子
平成 6年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊誌への執筆、ラジオ、
テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

年月一致の今月は何かと自分のこだわり
が強く出るとき。その上激しく変化を好
み、流れを変えたいと思うのです。しかし、
変化をしてはならないと、現状維持でい
くことに専念しましょう。ビジネス運は自
分の勘を優先しましょう。紹介が出そう
です。金銭運は平運です。社交運は賑
わいが起こりそうです。翌年に繋げましょ
う。
開運★北大吉方位～年末年始のお参りはここで。
（新しい出来事に出会う。幸先の良いスタート）

離合集散の今月はあなたの思う通りに事
が運びません。何かと周囲とのトラブル
が発生しますので、うかつにどんな話に
も乗らずに、避けて注意しましょう。ビ
ジネス運は再会から（見直し）話が舞い
込みそう。金銭運は良くないので、金銭
貸借はしないように気を付けましょう。社
交運は周りの方々とも争わないように注
意。
開運★東南大吉方位～営業はここで。お年始の
ご挨拶も。（金銭的に恵まれてビッグチャンスあり）

闘い済んで一休みといった今月の運気
は、次のスタート、翌年の準備に心を砕
きましょう。気力や体力が底をついてい
るようですから、しっかりビタミン補給
をして出番の時に備えて過ごしましょう。
ビジネス運はあなたのアイデアが決め手
です。新しいことが浮かんだらトライし
てみましょう。金銭運、社交運共に現状
維持。
開運★西南大吉方位～お正月の休暇やお参りはこ
こへ。（千客万来になり、盛運の良いスタートになる）

今年の最終章は盛運での良い状況で過
ごせます。翌年に向けて、顧客へのお
便りや近況報告等を積極的に取り入れて
ね。完璧を望むあまりに仕事が遅れない
ように注意しましょう。ビジネス運は奉仕
することにつきます。奉仕の心は種まき
ですから、しっかり種をまきましょう。
金銭運・社交運共に現状維持です。

開運★北大吉方位～ここで営業活動を。
（新しい知人ができる、年末年始もこの方位で）

発展の 1ヵ月。物事の準備が整っている
なら、すぐにGOサインを出して前に進
みましょう。今月は多少欲張りになって
いますが、実入りを考えずに、一歩でも
前進することを優先させることが大事で
す。ビジネス運は翌年に向けての準備を
しておきましょう。金銭運はかなり良い
手応えがあります。社交運は現状維持で
す。
開運★東南大吉方位～年末年始はこの方位
で。（願いが叶う、金銭アップする）

物事が整理整頓できる。願望達成する
強運月。今月はあなたが望むとおりに展
開していきます。年内に机、家の玄関、
自分の寝所、財布の中身等を整理整頓
して清々しく綺麗にしましょう。ビジネス
運は千客万来で遠方からの契約もありま
す。金銭運は申し分なく良い状況です。
社交運は新しい動きはありませんが、現
状を守りましょう。
開運★東北吉方位～ごく近くの氏神様へ初参り
を。(全ての絆ができる吉方位、新しい動きあり)

慢心したくなるほど、運気は運勢階段の
最上階で過ごす1ヵ月です。今月は一つ
何かをやり残した今年度の仕上げとして、
70％できたらOK ですが、何かを残し
ていたら年度内に総仕上げをしてくださ
い。ビジネス運は自分の足許固め、内
面の強化、体力の維持などを心がけてお
きましょう。金銭運はことのほか、営業
利益がアップしています。社交運も良好。
開運★西北大吉方位～年末年始の旅行や年
始はここで。

今年の最終月は勢いが付いており、動い
て動いての忙しさの中で過ごすことにな
りそうです。今月のテーマは闘いです。
しかし今月の闘いは翌年の 1月・2月の
ために備えておく闘いになります。世間
が忙しいときに、翌年の準備を進めましょ
う。ビジネス運は忙しさのため、連絡事
項を忘れずに完璧に。金銭運良好。社
交運は良くありません。
開運★近所の氏神様や先祖供養のお墓参り
を。( 翌年への備え、家族安泰を得られる )

先月までの運気とはがらりと変わり、今
月はちょっと苦しい展開になりそうな気配
です。自分の発した一言が引き金になり、
もめごとになりそうな気配ですから、言
動振る舞いは充分注意してください。ビ
ジネス運は流れに身を任せて、積極的な
ことは控えましょう。金銭運も社幸運も
良くないので、無理をせず現状維持で。
開運★西南大吉方位～年末年始はここで。
（西南はあなたを救ってくれる開運方位、是
非年始のお詣りも）

2020 年 12月節

12.7▶1.4



「Present」の語源には
「現代・今」という意味があります。

一人ひとりの大切な今日に
感謝の気持ちを込めて「プレゼント」を贈ります。

生命保険の知識の向上と一般消費者の
利益保護を図り、国民生活を守るため、
公正・適正な業務の運営を目的とした
生命保険募集人の公益団体であり、
生命保険ファイナンシャルアドバイザー
として活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors

公益社団法人 
生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

【JAIFA（ジェイファ）】とは

本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に
広報誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育委員会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314

E-mail info@jaifa.or.jp

※ 2020 年の Present は、地球環境の保全保護を
考慮し、大豆油から作られたソイインクと適
切に管理された森林から出された FSC の製品
を使用しています。

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。

CON T E N T S

	 マダム晶子の九性気学で 今日から開運

02	 特集�  
第 4 回　ニッポンの伝統文化

     日本が誇る名城　楽しみ方ガイド

06	 第 3 回　身近なサイエンス
	 インクを使わないフルカラー印刷

08	 第 68 回　ゼロから学ぶ税金講座
	 コロナ関連給付金等と税金

10	 第 216 回　ありがとう生命保険		   
～中学生作文コンクール入賞作品より～

	  「未来のために」
	 佐賀県 みやき町立三根中学校　2 学年　大川 琴子

12	 第 45 回　社会保険 Q&A
	 介護保険はなぜ 40 歳から？

13	 第 105 回　桐生純子の愛され力		   
コミュニケーション術

	  【素敵な人になるヒント】 
～リモートワークの心の整理術～

14	 特別コラム
 　　人類と感染症
	
18	 第 117 回　思わず伝えたくなる！		   

お金にまつわるエトセトラ
	 紙より便利に！ウェブ通帳のすすめ

19	 第 36 回　想いをつなぐ
	 輸血を必要としている患者さんの　　　　　

尊い生命を救うために

20	 第 35 回　JAIFA VOICE
	 JAIFA の私たちにできることが                

必ずあると信じて！

コロナウイルス感染対策分科会より、『感染リスクが高まる「５つの場面」』の提言がありました。下記の５つの感染リスクが高まる場面が普
段の生活に潜んでいないか確認してみましょう。
①飲酒を伴う懇親会等、②大人数や長時間におよぶ飲食、③マスクなしでの会話、④狭い空間での共同生活、⑤居場所の切り替わり

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html
※詳しくは厚生労働省のホームページを参照ください。

新型コロナウイルス感染症予防のために

01 2020  |  December



ニッポンの
伝統文化

特集

第 　 回
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、
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
掻
き
立
て
ら
れ
る
も
の
の
ひ
と
つ
。

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
そ
の
奥
深
さ
の
虜
に
な
り
ま
す
。

権
力
の
誇
示
や
戦
へ
の
備
え
な
ど
、
城
は
時
代
と
と
も
に
形
を
変
え
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
歴
史
や
魅
力
、
城
見
学
の
楽
し
み
方
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

4

02



ニッポンの
伝統文化

特集
●

殿
様
が
暮
ら
し
て
い
た
の
は「
御
殿
」

殿
様
が
暮
ら
し
て
い
た
の
は「
御
殿
」

城
主
、
い
わ
ゆ
る
殿
様
が
実
際
に
生
活
し
て
い

た
の
は
、
天
守
で
は
な
く
「
御
殿
」
と
い
う
平
屋

の
広
い
建
物
で
す
。
権
力
の
象
徴
と
さ
れ
る
天
守

に
は
、
ほ
ぼ
実
用
的
な
役
割
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。普

段
は
倉
庫
な
ど
で
し
か
使
わ
れ
な
い
天
守
と

比
べ
、
御
殿
の
つ
く
り
は
格
段
に
豪
華
で
、
書
院

造
り
天
井
絵
、
ふ
す
ま
絵
な
ど
は
武
家
文
化
の
粋

を
集
め
た
も
の
で
し
た
。
現
存
し
て
い
る
御
殿
は

二
条
城
、
掛
川
城
の
二
の
丸
御
殿
、
そ
し
て
高
知

城
、
川
越
城
の
本
丸
御
殿
の
計
４
棟
の
み
で
、
と

り
わ
け
、
徳
川
幕
府
が
威
信
を
か
け
て
建
て
た
二

条
城
の
御
殿
は
、
様
式
美
の
極
み
と
い
え
ま
す
。

二
条
城
と
並
び
、
徳
川
将
軍
家
に
と
っ
て
特
別

な
御
殿
で
あ
っ
た
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
が
、
総

工
費
1
5
0
億
円
、
約
10
年
も
の
期
間
を
か

け
復
元
さ
れ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
。

2
0
1
8
年
の
完
成
公
開
以
降
、
城
マ
ニ
ア
だ

け
で
な
く
多
く
の
人
々
の
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。ち

ょ
っ
と
面
白
い
！　
　
　
　
　

ち
ょ
っ
と
面
白
い
！　
　
　
　
　

城
に
ま
つ
わ
る
あ
れ
こ
れ

城
に
ま
つ
わ
る
あ
れ
こ
れ

●

信
長
、
秀
吉
も
認
め
た　
　
　
　
　

信
長
、
秀
吉
も
認
め
た　
　
　
　
　

石
垣
の
プ
ロ
集
団
が
い
た

石
垣
の
プ
ロ
集
団
が
い
た
!?

信
長
が
総
石
垣
づ
く
り
の
城
、
安
土
城
を
築
い

た
と
き
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
の
が
「
穴
太
衆
（
あ

の
う
し
ゅ
う
）」
と
呼
ば
れ
た
石
垣
づ
く
り
の
プ

ロ
集
団
で
す
。
彼
ら
は
近
江
の
穴
太
の
地
に
暮
ら

し
、古
く
か
ら
寺
院
関
係
の
石
工
を
務
め
る
な
ど
、

高
度
な
石
積
み
の
技
術
力
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
の
信
長
が
認
め
、
重
用
し
た
こ
と
で
、
全
国

の
諸
大
名
た
ち
か
ら
も
作
業
の
オ
フ
ァ
ー
が
殺

到
。
多
く
の
城
の
石
垣
が
穴
太
衆
の
指
揮
の
も
と

つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
4
0
0
年
も
前
の
彼
ら
の

技
術
は
、
現
代
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術
を
も
凌
ぐ

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●

築
城
名
人
と
い
え
ば
！
加
藤
清
正

築
城
名
人
と
い
え
ば
！
加
藤
清
正

い
つ
の
時
代
も
、
そ
の
仕
事
に
お
け
る
プ
ロ
中

の
プ
ロ
が
い
る
も
の
。
尾
張
国
（
愛
知
県
）
に
生

ま
れ
た
加
藤
清
正
は
、
築
城
の
名
人
と
称
え
ら
え

た
者
の
１
人
で
す
。
遠
縁
に
あ
た
る
秀
吉
に
仕
え

て
い
た
清
正
が
名
人
と
な
り
え
た
の
は
、
信
長
の

も
と
で
培
っ
た
秀
吉
の
築
城
術
を
間
近
で
学
び
、

日
々
技
術
の
進
歩
に
触
れ
て
い
た
か
ら
で
し
ょ

う
。彼

の
築
城
術
の
集
大
成
と
い
え
る
の
が
、「
不

落
の
名
城
」
と
呼
ば
れ
る
熊
本
城
。「
武
者
返
し
」

と
呼
ば
れ
る
、
上
に
行
く
ほ
ど
垂
直
に
近
づ
く
石

垣
を
生
み
出
す
な
ど
、
籠
城
戦
へ
の
備
え
が
徹
底

さ
れ
た
造
り
が
象
徴
的
で
す
。

そ
の
実
力
が
実
証
さ
れ
た
の
が
、
築
城
か
ら

2
7
0
年
後
の
西
南
戦
争
で
し
た
。
50
日
あ
ま

り
に
及
ぶ
籠
城
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
も
、
西
郷

隆
盛
率
い
る
薩
摩
軍
の
兵
は
、
誰
１
人
と
し
て
城

内
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

国宝天守５城 国重要文化財天守 7 城

犬山城 愛知県（名鉄犬山駅） 弘前城 青森県（JR 弘前駅）

松本城 長野県（JR 松本駅） 丸岡城 福井県（JR 芦原温泉駅）

彦根城 滋賀県（JR 彦根駅） 備中松山 岡山県（JR 備中高梁駅）

姫路城 兵庫県（JR 姫路駅） 丸亀城 香川県（JR 丸亀駅）

松江城 島根県（JR 松江駅） 松山城 愛媛県（JR 松山市駅）

宇和島城 愛媛県（JR 宇和島駅）

高知城 高知県（JR 高知駅）

■現存する天守のある城
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●

お
城
が
競
売
さ
れ
た
っ
て
ホ
ン
ト
？

お
城
が
競
売
さ
れ
た
っ
て
ホ
ン
ト
？

も
と
も
と
城
は
大
名
た
ち
の
持
ち
物
で
し
た

が
、
明
治
の
「
廃
藩
置
県
」
に
よ
り
、
す
べ
て
陸

軍
省
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
城
の
保

存
や
管
理
に
は
莫
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
た
め
、

軍
用
に
必
要
な
城
以
外
は
民
間
に
売
り
払
わ
れ
る

こ
と
に
。
売
却
は
主
に
競
売
で
行
わ
れ
、
そ
の
価

格
は
二
束
三
文
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、あ
の
姫
路
城
の
天
守
で
さ
え
、た
っ

た
の
23
円
50
銭
（
い
ま
の
価
格
で
10
万
円
程
度
）

で
市
内
の
金
物
商
に
落
札
さ
れ
ま
し
た
。
城
の
瓦

を
転
売
す
る
目
論
見
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
瓦
は

大
き
す
ぎ
て
一
般
の
民
家
に
は
使
え
ず
じ
ま
い
。

解
体
費
用
が
捻
出
で
き
ず
に
放
置
さ
れ
て
い
た
と

こ
ろ
、
保
存
を
訴
え
る
も
の
が
現
れ
、
現
在
に
至

り
ま
す
。

ま
た
、
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
で
お
馴
染
み

と
な
っ
た
上
田
城
は
、
地
域
の
大
商
人
に
買
い
取

ら
れ
、
城
一
帯
が
庶
民
に
解
放
さ
れ
ま
し
た
。
南

北
の
櫓

や
ぐ
ら

は
城
の
外
に
移
築
さ
れ
、
遊
郭
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

い
ざ
名
城
巡
り
！
楽
し
む
コ
ツ
と

い
ざ
名
城
巡
り
！
楽
し
む
コ
ツ
と

初
心
者
お
す
す
め
の
城

初
心
者
お
す
す
め
の
城

城
見
学
に
出
か
け
れ
ば
、
遠
い
歴
史
を
体
感
で

き
、
あ
ら
た
め
て
日
本
の
伝
統
の
素
晴
ら
し
さ
に

気
づ
く
は
ず
で
す
。

●

お
す
す
め
の
服
装
は
？

お
す
す
め
の
服
装
は
？

城
を
訪
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
で
き
る
だ
け
カ

ジ
ュ
ア
ル
な
服
装
、
歩
き
や
す
い
靴
が
お
す
す
め

で
す
。
観
光
地
の
城
で
あ
っ
て
も
、
ボ
コ
ボ
コ
し

た
石
段
や
ジ
ャ
リ
道
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
女

性
は
、
う
っ
か
り
ヒ
ー
ル
な
ど
で
出
か
け
る
と
、

歩
き
に
く
い
ば
か
り
か
、
か
か
と
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に

な
る
こ
と
も
。

ま
た
、
天
守
な
ど
に
入
館
す
る
際
に
は
、
靴
を

脱
ぐ
こ
と
も
あ
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
脱
ぎ
履
き

し
や
す
い
靴
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
天
守
に
上
が
る

階
段
が
狭
く
て
急
な
城
も
多
く
、
動
き
や
す
い
服

装
が
無
難
で
す
。手
荷
物
は
な
る
べ
く
最
小
限
に
。

案
内
パ
ン
フ
を
見
な
が
ら
回
れ
る
よ
う
、
両
手
の

あ
く
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
が
お
す
す
め
で
す
。

●

密
か
な
ブ
ー
ム「

密
か
な
ブ
ー
ム「
御御ご

じ
ょ
う
い
ん

城
印
城
印
」集
め
」集
め

「
御
城
印
」
と
は
、
神
社
や
寺
院
な
ど
で
も
ら

え
る
御
朱
印
の
よ
う
な
も
の
。
半
紙
に
城
名
、
城

主
の
家
紋
な
ど
の
印
を
押
し
た
も
の
で
、
城
や
城

近
く
の
観
光
案
内
所
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。多

く
は
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
で
3
0
0
円
程
度
。

最
近
は
、
御
城
印
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
き
る
ポ

ケ
ッ
ト
タ
イ
プ
の
御
城
印
帳
を
販
売
す
る
城
も
増

え
て
お
り
、
城
ご
と
の
個
性
あ
る
デ
ザ
イ
ン
も
魅

力
で
す
。
御
城
印
を
も
ら
え
る
城
か
ど
う
か
は
、

事
前
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●

初
心
者
に
お
す
す
め
の
城
３
つ

初
心
者
に
お
す
す
め
の
城
３
つ

【
姫
路
城
】

【
姫
路
城
】

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
な

ど
、
世
界
に
も
認
め
ら
れ
た
名
城
で
す
。「
白
鷺
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城
」
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
、
そ
の
優

美
で
美
し
い
た
た

ず
ま
い
に
魅
了
さ

れ
ま
す
。
蒼
天
に

舞
う
白
鷺
の
ご
と

き
、
雄
大
に
し
て

華
麗
な
天
守
群
が

見
も
の
。

専
用
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
城
内
の
ス

ポ
ッ
ト
で
ス
マ
ホ
な
ど
を
か
ざ
す
と
、
詳
し
い
解

説
が
流
れ
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。
日
没
か
ら

は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
→
J
R
姫
路
駅
、
山
陽
姫
路
駅
下

車
、
徒
歩
20
分

【
名
古
屋
城
】

【
名
古
屋
城
】

2
0
1
8
年
に
、
4
0
0
年
前
の
姿
を
細
部

ま
で
復
元
し
た
本
丸
御
殿
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。
特

に
、
3
代
将
軍
家

光
の
宿
泊
の
た
め

に
建
て
ら
れ
た
「
上

洛
殿
」
は
、
贅ぜ

い

の

限
り
が
尽
く
さ
れ
、

見
る
価
値
は
十
分
。

城
エ
リ
ア
内
に
は
、
城
下
町
を
再
現
し
た
商
業

施
設
「
金
シ
ャ
チ
横
丁
」
も
あ
り
、
城
見
学
の
つ

い
で
に
味
噌
カ
ツ
、
ひ
つ
ま
ぶ
し
な
ど
、
尾
張
名

古
屋
の
美
味
「
な
ご
や
め
し
」
も
堪
能
で
き
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
→
地
下
鉄
名
城
線
「
市
役
所
」
下
車
、

徒
歩
約
5
分

【
松
本
城
】

【
松
本
城
】

現
存
す
る
五
重
六
階
の
天
守
の
中
で
、
日
本
最

古
の
国
宝
の
城
。
黒
と
白
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
ア

ル
プ
ス
の
山
々
に
映
え
る
姿
は
、
一
見
の
価
値
が

あ
り
ま
す
。

松
本
城
に
関
す
る
ク
イ
ズ
が
楽
し
め
る
「
国
宝

松
本
城
ク
イ
ズ
」、
江
戸
時
代
の
姿
を
再
現
し
た

仮
想
現
実
世
界
が
体
験
で
き
る
「
ス
ト
リ
ー
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
な
ど
、
ス
マ
ホ
向
け
の
ア
プ
リ

も
充
実
。
事
前

学
習
に
も
役
立

ち
、
城
見
学
が

充
実
す
る
こ
と

間
違
い
な
し
で

す
。ア

ク
セ
ス
→
J
R
篠
ノ
井
線「
松
本
駅
」下
車
、

徒
歩
約
20
分

「いま話題の明智城は……」「家康が生まれた城は……」。こんな日本の城ネタをさり気なく語れた
ら、職場の仲間や取引先の人から一目置かれることうけあいです。仕事のほかに、知識や特技のある
人はどこか魅力的ですよね。
城知識をとことん磨いてみたい方には、城マニアに人気の「日本城郭検定」（主催：公益財団法人日
本城郭協会）という検定試験なども開催されています。４級から１級まで、これまでに約 21000 人
が受験、城好きで有名なロンドンブーツ 1号 2号の田村淳さんも合格しています。
受験するとなれば、城見学にもおのずと気合いが入るでしょう。奥深い城の魅力を知ることや、豊か
な人生を送るためのライフワークとして、超難関の１級を目指してみてもよいかもしれませんね。

知の天守閣にいざ！城郭検定知の天守閣にいざ！城郭検定
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を
わ
ず
か
１
ミ
リ
の
サ
イ
ズ
に
フ
ル
カ
ラ
ー
印

刷
し
た
も
の
。
そ
の
小
さ
さ
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
驚
く
べ
き
は
イ
ン
ク
を
一
切
使
わ
ず
に
制

作
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
。
一
体
ど
の
よ
う
な
仕

組
み
で
実
現
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。（
図
表
１
）

身
の
回
り
に
潜
む
２
つ
の
色

身
の
回
り
に
潜
む
２
つ
の
色

人
間
が
目
に
す
る
物
体
の
色
は
「
色
素
に
よ

る
色
」
と
「
構
造
に
よ
る
色
」
の
２
つ
に
大
き

米
粒
よ
り
も
小
さ
く
描
か
れ
た

米
粒
よ
り
も
小
さ
く
描
か
れ
た    

    

名
画
の
秘
密

名
画
の
秘
密

２
０
１
９
年
６
月
20
日
、
京
都
大
学
の
細
胞

統
合
シ
ス
テ
ム
拠
点
（
i
C
e
M
S
）
の
研
究

グ
ル
ー
プ
か
ら
、
と
あ
る
作
品
が
発
表
さ
れ
世

界
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
葛
飾
北
斎
の

代
表
作
「
富
岳
三
十
六
景 

神
奈
川
県
沖
浪
裏
」

く
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
図
表
２
）

ま
ず
「
色
素
に
よ
る
色
」
と
は
、
特
定
の
光

の
色
を
反
射
・
吸
収
す
る
物
質
に
よ
っ
て
生
み

出
さ
れ
る
色
の
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
郵
便

ポ
ス
ト
は
赤
く
見
え
ま
す
が
、
こ
れ
は
ポ
ス
ト

の
塗
料
が
光
の
赤
い
成
分
だ
け
を
反
射
し
、
そ

の
他
の
色
の
成
分
を
吸
収
す
る
性
質
が
あ
る
た

め
。
今
読
ん
で
い
る
こ
の
文
字
を
は
じ
め
、髪
、

衣
類
、
植
物
な
ど
身
の
回
り
の
大
半
の
も
の
は

「
色
素
に
よ
る
色
」
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
の
「
構
造
に
よ
る
色
」
と
は
物
体
の
構

造
と
光
の
性
質
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
色
の

こ
と
で
「
構
造
色
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

光
に
は
波
の
性
質
が
あ
り
、
山
と
谷
を
作
り

な
が
ら
空
間
を
進
ん
で
い
ま
す
が
、
何
ら
か
の

作
用
に
よ
っ
て
波
の
山
と
山
が
重
な
る
と
強

ま
っ
て
明
る
く
な
り
、
山
と
谷
が
重
な
る
と
打

ち
消
し
あ
っ
て
暗
く
な
る
「
干
渉
」
と
い
う
現

象
が
発
生
し
ま
す
。
光
の
波
長
よ
り
も
小
さ
な

凹
凸
や
多
層
構
造
を
持
つ
物
体
に
光
が
当
た
る

と
反
射
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
ず
れ
な
ど
に
よ
っ
て

干
渉
が
起
き
、
特
定
の
光
の
色
が
強
調
さ
れ
る

た
め
色
が
つ
い
て
見
え
る
の
で
す
。

3

身の回りに存在する科学の秘密を探る「身近なサイエンス」。
11 月号のセルロースナノファイバーに続いて今回紹介するのは、

インクを使わないフルカラー印刷技術。
シャボン玉や鳥の羽と同じ仕組みから誕生した、

夢物語のような最新テクノロジーです。

インクを使わないフルカラー印刷

画像提供：科学技術振興機構

図表１■ �1mm サイズに印刷された葛飾北斎「神奈川沖浪裏」
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構
造
色
が

「
色
素
に
よ

る
色
」
と
大

き
く
異
な
る

点
は
、
物
体

そ
の
も
の
に

は
色
が
つ
い

て
い
な
い
と

い
う
こ
と
。

そ
の
性
質
を

理
解
で
き
る

身
近
な
例
が

シ
ャ
ボ
ン
玉

で
す
。
シ
ャ

ボ
ン
玉
の
液

自
体
は
無
色

透
明
で
す
が
、
膨
ら
ま
せ
る
と
虹
色
に
輝
い
て

見
え
ま
す
。
こ
の
虹
色
こ
そ
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
の

膜
の
外
側
で
反
射
す
る
光
と
内
側
で
反
射
す
る

光
の
干
渉
で
生
じ
る
構
造
色
な
の
で
す
。

他
に
も
代
表
的
な
構
造
色
の
例
と
し
て
は
タ

マ
ム
シ
、
ク
ジ
ャ
ク
の
羽
、
モ
ル
フ
ォ
蝶
の
羽

な
ど
が
あ
り
、
意
外
な
と
こ
ろ
で
は
ド
バ
ト
の

胸
元
で
輝
く
紫
と
緑
の
羽
も
構
造
色
に
よ
る
も

の
。
ま
た
、
干
渉
と
は
仕
組
み
が
異
な
り
ま
す

が
青
空
や
夕
焼
け
も
構
造
色
の
一
種
で
す
。

実
用
的
な
人
工
構
造
色
の
開
発

実
用
的
な
人
工
構
造
色
の
開
発

ク
リ
ア
ホ
ル
ダ
ー
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
カ
ッ

プ
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
ポ
リ
マ
ー
で
で
き
た
透
明

な
素
材
に
力
を
加
え
て
し
ま
い
、
折
れ
曲
が
っ

た
部
分
が
白
く
濁
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
経
験

が
あ
る
方
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
白
い
濁
り
の
正
体
は
、
ポ
リ
マ
ー
素
材
が

圧
力
を
受
け
た
と
き
に
形
成
さ
れ
る
「
フ
ィ
ブ

リ
ル
」
と
い
う
極
小
の
繊
維
の
集
合
体
が
作
り

出
し
た
構
造
色
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

単
純
に
力
を
加
え
て
発
生
し
た
フ
ィ
ブ
リ
ル

は
乱
雑
に
形
成
さ
れ
る
た
め
反
射
す
る
光
の
制

御
が
で
き
ず
白
く
見
え
ま
す
が
、
フ
ィ
ブ
リ
ル

を
精
密
に
形
成
し
て
特
定
の
色
だ
け
を
反
射
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

i
C
e
M
S
の
研
究
チ
ー
ム
は
フ
ィ
ブ
リ

ル
の
形
成
を
制
御
す
る
O
M
（
組
織
化
し
た

ミ
ク
ロ
フ
ィ
ブ
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
と
い
う
技
術

に
よ
り
、
特
定
の
色
を
反
射
す
る
フ
ィ
ブ
リ
ル

と
そ
れ
を
使
っ
た
新
素
材
を
開
発
。
従
来
か
ら

存
在
し
て
い
た
技
術
よ
り
も
安
価
か
つ
高
精
細

に
人
工
的
な
構
造
色
を
作
り
出
す
こ
と
に
成
功

し
、「
イ
ン
ク
を
使
わ
な
い
フ
ル
カ
ラ
ー
印
刷
」

を
現
実
的
な
技
術
と
し
て
実
現
し
た
の
で
す
。

様
々
な
分
野
へ
の
発
展
が

様
々
な
分
野
へ
の
発
展
が          

          

期
待
さ
れ
る

期
待
さ
れ
る

色
素
を
用
い
た
印
刷
物
は
紫
外
線
な
ど
の
影

響
に
よ
っ
て
退
色
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
構
造

色
は
物
体
の
構
造
が
破
壊
さ
れ
な
い
限
り
発
色

が
続
く
た
め
、
屋
外
設
置
物
と
し
て
の
高
い
適

性
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
O
M
技

術
に
よ
る
構
造
色
は
極
め
て
小
さ
い
サ
イ
ズ
に

高
解
像
度
の
印
刷
が
で
き
る
た
め
、
紙
幣
の
偽

造
防
止
策
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

O
M
技
術
は
今
後
、
金
属
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク

に
も
印
刷
で
き
る
可
能
性
が
見
出
さ
れ
て
お

り
、
食
品
や
医
療
を
始
め
と
す
る
様
々
な
分
野

に
向
け
て
研
究
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う

遠
く
な
い
未
来
に
、
私
た
ち
の
生
活
に
直
接
関

わ
る
存
在
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
★次回１、２、３月号掲載となります。

図表２■�「色素による色」と「構造による色」の例
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法
人
向
け
は
課
税
扱
い

　

 

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
の
給
付
金
や
助
成
金
と
税
金
に
つ
い
て
説

明
し
よ
う
。
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
特
別
定
額

A

給
付
金
を
受
け
取
っ
た
と
思
う
け
ど
、
そ
の

ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
給
付
金
、
助
成
金
が

支
給
さ
れ
て
い
る
。

　

特
別
定
額
給
付
金
と
い
う
の
は
、
１
人

10
万
円
が
支
給
さ
れ
た
も
の
で
す
よ
ね
。
私

も
も
ら
い
ま
し
た
。

　

図
表
に
お
も
な
給
付
金
、
助
成
金
を
ま

と
め
て
み
た
。
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
税
金
が

か
か
る
も
の
が
あ
る
ん
だ
。

　

定
額
給
付
金
は
非
課
税
で
す
ね
。

　

そ
う
、
表
に
掲
げ
た
個
人
に
支
給
さ
れ

る
も
の
は
非
課
税
だ
。
こ
の
う
ち
、
雇
用
保

険
の
基
本
手
当
、
健
康
保
険
の
傷
病
手
当

金
、
労
災
保
険
の
休
業
補
償
給
付
は
、
コ
ロ

ナ
に
関
係
な
く
、
も
と
も
と
あ
る
も
の
だ
け

ど
、
こ
れ
ら
の
社
会
保
険
の
給
付
も
非
課
税

と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
法
人
や
個
人
事

業
主
に
支
給
さ
れ
る
給
付
金
、
助
成
金
は
課

税
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

　

な
る
ほ
ど
…
…
。
事
業
に
関
連
し
て
も

ら
う
も
の
は
課
税
扱
い
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。

BABAB

68

コロナ関連給付金等
と税金

図表■主な給付金等と課税

個人向け

特別定額給付金 1人当たり一律 10万円を支給

非課税

休業支援金、休業給付金 事業主の都合により仕事を休み、休業手当が支払われない場合に支給

雇用保険の基本手当 失業した場合に支給

健康保険の傷病手当金 病気などにより仕事を休み給与が受けられない場合に支給

労災保険の休業補償給付 労働災害、通勤災害により仕事を休み給与が受けられない場合に支給

個人事業主、
法人向け

持続化給付金 売上が前年同月比 50％以上減った場合に支給、法人は最高 200万円、
個人事業主は 100万円

課税対象

雇用調整助成金、
緊急雇用安定助成金 事業主の都合により仕事を休ませ休業手当を支払った場合に支給

小学校休業等対応助成金 子どもの小学校が休校になった社員に有給休暇を与えた場合に支給

小学校休業等対応支援金 委託を受け個人で仕事をする人が、子どもの小学校が休校になったことにより
仕事ができなくなった場合に支給

家賃支援給付金 家賃を払って事業を営んでいて売上が一定以上減った場合に支給

感染拡大防止協力金（東京都） 営業自粛、営業時間短縮に協力した場合に支給
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★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

一
方
で
必
要
経
費
は
固
定
費
な
ど
が
変
わ
ら

な
け
れ
ば
、
給
付
金
な
ど
を
入
れ
て
も
、
全

体
と
し
て
所
得
が
減
っ
た
り
、
赤
字
に
な
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
も
し
、
赤
字
で
あ

れ
ば
、所
得
税
は
ゼ
ロ
で
済
む
こ
と
に
な
る
。

　

全
体
と
し
て
赤
字
で
あ
れ
ば
、
結
果
的

に
給
付
金
に
税
金
は
か
か
ら
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

　

そ
の
と
お
り
。
だ
か
ら
、
正
確
に
は
、

給
付
金
は
「
課
税
さ
れ
る
」
と
い
う
の
で
は

な
く
「
課
税
対
象
に
な
る
」
―
―
給
付
金
を

受
給
し
て
も
結
果
的
に
は
税
金
を
払
わ
な
く

て
も
い
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
―
―
と
い
う
言
い

方
が
正
し
い
だ
ろ
う
ね
。 

BA

　

そ
う
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
ね
。

　

給
付
金
な
ど
が
課
税
対
象
に
な
る
と
い

う
こ
と
は
、
支
給
を
受
け
る
際
に
税
金
が
差

し
引
か
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

赤
字
の
場
合
は
課
税
さ
れ
ず

　

そ
う
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
。
課
税
対

象
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
受
給
し
た
金

額
を
通
常
の
売
上
と
同
様
に
扱
う
と
い
う
こ

と
だ
よ
。

　

会
計
上
、
収
入
に
カ
ウ
ン
ト
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
か
。

　

そ
う
い
う
こ
と
だ
よ
。
個
人
事
業
の
場

合
、
売
上
な
ど
の
「
収
入
」
か
ら
「
必
要
経

費
」
を
引
い
た
「
所
得
」
に
所
得
税
が
か
か

る
。
そ
の
計
算
の
際
に
、
受
け
取
っ
た
給
付

金
、
助
成
金
を
「
収
入
」
に
計
上
す
る
。
法

人
の
場
合
は
、少
し
言
葉
が
違
っ
て
、「
収
益
」

か
ら「
費
用
」を
引
い
て「
利
益
」を
求
め
る
。

も
っ
と
も
こ
れ
ら
は
会
計
上
の
用
語
で
、
法

人
税
の
言
葉
と
し
て
は
「
益
金
」
か
ら
「
損

ABABA

金
」
を
引
い
て
「
所
得
」
を
計
算
し
て
、
そ

れ
に
法
人
税
が
か
か
る
。

　

損
金
と
い
う
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
損
金
と
は
費
用
の
こ
と
だ
っ
た
の

で
す
か
。

　

厳
密
に
は
税
務
上
の
「
損
金
」
と
会
計

上
の
「
費
用
」
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
け

れ
ど
、
概
念
と
し
て
は
、
益
金
と
収
益
、
損

金
と
費
用
は
同
じ
と
考
え
て
い
い
よ
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
必
要
経
費
や
費
用

を
引
い
た
も
の
に
対
し
て
税
金
が
か
か
る
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。通
常
の
売
上
と
違
っ
て
、

助
成
金
な
ど
は
た
だ
で
も
ら
う
の
だ
か
ら
必

要
経
費
や
費
用
は
か
か
っ
て
ま
せ
ん
よ
ね
。

そ
う
す
る
と
、
も
ら
っ
た
金
額
に
ま
る
ま
る

税
金
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　

そ
う
で
は
な
い
よ
。
個
別
の
収
入
ご
と

に
税
金
を
計
算
す
る
わ
け
で
は
な
い
ん
だ
。

個
人
事
業
の
場
合
で
説
明
す
る
と
、
事
業
の

ト
ー
タ
ル
の
収
入
か
ら
ト
ー
タ
ル
の
必
要
経

費
を
引
い
て
所
得
を
求
め
る
。し
た
が
っ
て
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
売
上
が
大
き
く
減
っ
て
、

BABA
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新刊のご案内

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
益
財
団
法
人
生
命
保
険

文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
57
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
生
命
保
険

このコーナーは公益財団法人生命保険文化センターのご協力を得て作成されています。生命保険文化センターでは、
生命保険にまつわるさまざまな情報を発信していますので、ホームページをぜひご覧ください。▶▶▶▶ https://www.jili.or.jp/
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私
が
〝
生
命
保
険
〟
と
言
わ
れ
て
思
い
つ
く
の
は
、
家
に

来
て
く
だ
さ
り
、
両
親
と
話
を
す
る
保
険
会
社
の
方
で
す
。

何
の
話
な
の
か
わ
か
ら
な
い
し
、
大
人
の
〝
も
し
も
の
た
め
〟

の
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
の
私
に
は
無
縁
の
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
る
も
の
を
み
て
保
険

に
つ
い
て
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
剣
道
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
あ
る
大
会
に
出
場
す

る
と
き
、
決
ま
っ
た
ワ
ッ
ペ
ン
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。『
な
ぜ
、
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
。』
と
思
い
、

説
明
書
を
み
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、「
こ
の
大
会
で
、
ケ
ガ

や
入
院
、
死
亡
を
し
た
際
、
ワ
ッ
ペ
ン
を
つ
け
て
い
れ
ば
お

金
を
渡
す
」と
い
う
内
容
で
し
た
。
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
と
き
、

す
ご
い
と
思
う
と
共
に
一
つ
疑
問
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

「
死
亡
し
た
と
き
も
お
金
を
も
ら
え
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

亡
く
な
っ
た
ら
、
そ
の
人
が
お
金
を
使
え
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
大
会
で
は
三
百
万
円
も
ら
え
ま
し
た
。
最
初

は
『
そ
ん
な
に
も
ら
え
る
ん
だ
。』
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
よ
く
考
え
て
み
た
ら
、
今
ま
で
十
四
年
間
生
き
て
き
て
、

そ
の
命
を
三
百
万
円
に
か
え
る
と
思
う
と
、
嫌
だ
な
と
い
う

気
持
ち
も
で
て
き
ま
し
た
。
三
百
万
円
と
言
わ
れ
て
も
、
亡

く
な
っ
た
ら
、
お
そ
う
し
き
な
ど
た
く
さ
ん
お
金
が
必
要
で
、

た
り
な
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
で
考
え
る
と
、
生
命
保
険
は

入
ら
な
く
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
、
み
ん
な
入
っ
て
い
る
し
、
オ
ス
ス

メ
さ
れ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
く
わ
し
く
知
り
た
か
っ
た
の

で
、
身
近
な
人
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

未
来
の
た
め
に

佐
賀
県 

み
や
き
町
立
三
根
中
学
校
　
二
学
年
　
大お
お
か
わ川

　
琴こ
と
こ子

都
道
府
県
別
賞
一
等
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新刊のご案内

 ｢医療保障ガイド｣改訂版ができました！
「医療保障ガイド」は、病気やケガで
入院や手術をした場合の医療費の自
己負担の仕組みや、生命保険会社が
取り扱う医療関係の生命保険商品の
内容などを、図表や具体例を用いて
わかりやすく解説しています。
今回の改訂では、新型コロナウイルス
感染症の拡大に伴い、給付金・保険
金支払いについて生命保険会社が講
じた特別措置をまとめました。また、
入院日数が短期化する傾向や最近の
治療内容・診療報酬点数をもとに、事
例を最新化しました。
B5 判・52ページ（オールカラー）1部 200 円（税込価格・送料別）
お申込は（公財）生命保険文化センターホームページ
（https://www.jili.or.jp/）でどうぞ。

タイムリー、そして役立つ情報が満載！�  
メールマガジンのご登録をぜひどうぞ
（公財）生命保険文化センターでは毎月数回、
社会保障制度の動向や税制改正など役立つ情報
をメールマガジンにて無料でお届けしています。
登録はホームページ上のバナーから
簡単にできます。また、スマートフォ
ンからはQR コードの利用が便利
です。

メール
マガジン
メール
マガジン

登録
受付

毎

月配信

2回

　
一
人
目
は
、
私
の
母
方
の
祖
母
で
す
。
祖
母
は
七
年
前
乳

ガ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
祖
母
が
六
十
五
歳
の
と
き

で
す
。
祖
母
は
、
当
時
仕
事
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
収

入
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
乳
ガ
ン
の
手
術
と
入
院
で
一
度

に
た
く
さ
ん
の
お
金
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
祖
母
は
と
て

も
困
っ
た
よ
う
で
す
。
幸
い
、
少
額
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

生
命
保
険
に
入
っ
て
い
た
お
か
げ
で
、
手
術
費
用
と
入
院
費

用
の
保
障
を
し
て
も
ら
っ
て
、
と
て
も
助
か
っ
た
そ
う
で
す
。

二
人
目
は
、
私
の
父
方
の
祖
父
で
す
。
心
臓
の
病
気
で
、
緊

急
入
院
し
た
と
き
、
生
命
保
険
で
入
院
費
用
を
保
障
し
て
も

ら
っ
て
よ
か
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
も
し
、
二
人
と
も

生
命
保
険
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
祖
母
は
貯
金
を
す
べ
て
失
い
、
祖
母
の
子
ど
も
で

あ
る
私
の
母
や
母
の
姉
妹
に
費
用
を
負
担
さ
せ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
祖
父
も
貯
金
を
失
い
、

田
畑
を
誰
か
に
売
り
、
そ
の
お
金
で
入
院
費
用
を
ね
ん
出
し

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
ら
、
私
は
と
て

も
お
そ
ろ
し
く
な
り
ま
し
た
。
生
命
保
険
に
入
っ
て
い
な
け

れ
ば
、
日
々
の
生
活
や
命
が
お
び
や
か
さ
れ
る
の
で
す
。
病

気
を
し
て
も
治
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

　
生
命
保
険
は
心
の
支
え
に
な
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

自
分
の
身
の
安
全
の
お
守
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　
生
命
保
険
は
、
最
初
は
興
味
も
な
か
っ
た
し
、
必
要
な
い

の
で
は
な
い
か
と
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
全
く
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
絶
対
に
入
っ
て
お
い
た
ほ
う

が
い
い
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
私
も
大
人
に
な
っ

て
、
家
庭
を
持
つ
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も

の
と
き
は
、
親
任
せ
だ
っ
た
保
険
。
成
人
し
て
、
就
職
す
る

こ
と
に
な
っ
た
ら
、
ま
ず
初
め
に
生
命
保
険
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
結
婚
、
出
産
、

子
育
て
で
ま
た
必
要
な
保
険
を
見
直
し
、
老
後
に
備
え
た
人

生
設
計
を
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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先
般
、
満
40
歳
に
な
り
毎
月
の
給
料
か

ら
介
護
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
40
歳
で
介
護
保
険
の
お
世
話

に
な
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
よ
う
な
気
が
す

る
の
で
す
が
、
な
ぜ
介
護
保
険
の
被
保
険
者
は

「
40
歳
以
上
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
も
そ
も
、
か
り
に
40
歳
代
で
介
護
が
必
要
な

状
況
に
な
っ
た
場
合
、
介
護
保
険
の
給
付
は
受

け
ら
れ
る
の
で
す
か
。

結
論
か
ら
い
う
と
、「
な
ぜ
40
歳
か
ら

被
保
険
者
と
さ
れ
る
の
か
」
は
よ
く
わ

か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
40
歳
代
で
も
介
護
保
険

QA

の
給
付
は
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
当
然
な
が
ら
給

付
は
年
齢
の
高
い
被
保
険
者
に
偏
っ
て
い
て
、

若
い
世
代
で
給
付
を
受
け
て
い
る
人
は
極
め
て

少
な
い
の
が
現
実
で
す
。

40
歳
で
可
能
性
が
高
ま
る
？

介
護
保
険
は
２
０
０
０
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
発
足
当
初
か
ら
、
被
保
険
者
は
「
40
歳

以
上
」
と
さ
れ
、
今
日
ま
で
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
な
ぜ
40
歳
以
上
な
の
か
。
厚
生
労
働
省
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
理
由

に
よ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①　

40
歳
に
な
る
と
、
老
化
に
基
因
す
る
疾
病

に
よ
り
介
護
が
必
要
に
な
る
可
能
性
が
高
く
な

る
こ
と

②　

40
歳
に
な
る
と
、
自
身
の
親
が
高
齢
と
な

り
介
護
が
必
要
に
な
る
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と

②
は
、た
し
か
に
そ
の
と
お
り
で
し
ょ
う
が
、

①
に
つ
い
て
は
、
ご
質
問
者
の
よ
う
に
首
を
捻

る
人
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
も
っ
と
も
、
こ

れ
ら
の
理
由
は
あ
く
ま
で
表
向
き
の
も
の
で
、

実
際
に
は
い
わ
ゆ
る
「
政
治
決
着
」
に
よ
り

介護保険はなぜ
40 歳から？

第 45回

「
40
歳
以
上
」
と
決
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者
は
65
歳

以
上
と
65
歳
未
満
の
２
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い

て
（
前
者
を
第
１
号
被
保
険
者
、
後
者
を
第
２

号
被
保
険
者
と
呼
ん
で
い
ま
す
）、
65
歳
を
境

に
取
扱
い
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

異
な
る
点
は
い
く
つ
か
あ
る
の
で
す
が
、
最

も
重
要
な
の
は
、
65
歳
以
上
の
被
保
険
者
は
要

介
護
（
ま
た
は
要
支
援
）
状
態
に
な
っ
た
理
由

を
問
わ
ず
給
付
が
受
け
ら
れ
る
の
に
対
し
、
65

歳
未
満
は
「
特
定
疾
病
」
に
よ
り
介
護
（
ま
た

は
支
援
）
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
限
り
給
付

が
受
け
ら
れ
る
、
と
い
う
点
で
す
。

特
定
疾
病
と
い
う
の
は
、
老
化
に
基
因
す
る

疾
病
で
図
表
の
16
の
疾
病
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

Profile

武田祐介
社会保険労務士、
1 級 フ ァ イ ナ ン
シャル・プランニ
ング技能士
ファイナンシャル・
プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会保険
労務士事務所所長。生命保険各社で年金
や FP 受験対策の研修、セミナーの講師
を務めている。

公式HP https://www.officetakeda.jp/

12



★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

Profile

桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役	  
（コミュニケーションクリエーター）

富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、人材育成の会社を設立。
国際イメージコンサルタントとして日本では数少な
いヒューマンスキル分野で 20 年のエキスパート。
年間の講演・研修は 200 本を超える。スキルにと
どまらない「気づき」を与える話は「心に響く」「楽しく具体的でわか
りやすい」と業種を超えて大好評。日経 BP コラムニスト、2 児の母。
コミュニケーショントレーニングジム→https://kiryujunko.com/

ち
な
み
に
生
命
保
険
の
特
定
疾
病
（
三
大

疾
病
）
と
は
異
な
り
ま
す
。

65
歳
未
満
へ
の
給
付
は
２
％

「
老
化
に
基
因
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
か

ら
、
本
来
は
65
歳
未
満
の
比
較
的
若
い
被
保
険

者
に
は
起
こ
り
に
く
い
の
で
す
が
、
65
歳
未
満

の
被
保
険
者
は
、
こ
れ
ら
の
疾
病
に
よ
り
介
護

（
支
援
）
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
限
り
要
介

護
（
要
支
援
）
認
定
が
受
け
ら
れ
る
の
で
す
。

街はクリスマス一色ですね♪　今年はリモートで
仕事をする時間が増えて「働き方」が大きく変化
した人も多かったと思います。最初のうちは「お
うち時間」の珍しさもありましたが、時間が経つ
につれて「気持ちの切り替えの難しさ」の声を
聞くようになりました。あなたはいかがですか？
そこで今回は、今のリモート環境に目を向けて過
ごしやすくするとても簡単な方法です。
① A４サイズ程の薄型のお気に入りの箱を1つ
準備する、②大きく深呼吸してからパソコン周り
に出している書類や小物を見回す、③Ⓐすぐに
使う？Ⓑきょうは使わない？と左右に離して分けて
置く、④①にⒷを入れて視界に入らない場所に
置く、⑤今日のスケジュールを確認する
いかがですか？　難
しいことをしなくても、
使っている物の位置を
決めてあげるだけで気
持ちはスッキリするの
です。それほどまでに
「整える」ということは
私たちの心の在り方そ
のものなのです♥

～素敵な人になるヒント～

リモートワークの心の整理術

VoI.105

簡
単
に
い
え
ば
、
転
ん
で
骨
折
し
て
介
護
が
必

要
な
状
態
に
な
っ
た
場
合
な
ど
は
、
65
歳
以
上

で
あ
れ
ば
介
護
保
険
の
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
65
歳
未
満
は
介
護
保
険
は
使
え
な
い
、
と

い
う
こ
と
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
介
護
保
険
の
給

付
を
受
け
て
い
る
被
保
険
者
の
う
ち
、
65
歳
未

満
の
被
保
険
者
は
わ
ず
か
２
％
程
度
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。
65
歳
未
満
の
第
2
号
被
保
険

者
は
、
保
険
料
の
担
い
手
と
し
て
の
側
面
に
比

重
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
か
。

図表■ 65 歳未満の被保険者が給付対象となる特定疾病
1 がん（医師が回復の見込みがない状態に至ったと判断したものに限る）
2 関節リウマチ
3 筋萎縮性側索硬化症
4 後縦靱帯骨化症
5 骨折を伴う骨粗鬆症
6 初老期における認知症
7 進行性核上性麻痺、大脳皮質基底核変性症およびパーキンソン病
8 脊髄小脳変性症
9 脊柱管狭窄症
10 早老症
11 多系統萎縮症
12 糖尿病性神経障害、糖尿病性腎症および糖尿病性網膜症
13 脳血管疾患　
14 閉塞性動脈硬化症
15 慢性閉塞性肺疾患
16 両側の膝関節または股関節に著しい変形を伴う変形性関節症
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人類と人類と

感染症感染症
特別コラム新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
出
現

２
０
１
９
年
12
月
、
中
国
の
湖
北
省
武
漢
市

で
発
見
さ
れ
た
、
病
原
体
が
特
定
さ
れ
て
い
な

い
肺
炎
は
、「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
D

｜

19
（
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
は
そ
の
後
、
世
界
中
に
伝
播
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
で
は
、
２
０
２
０

年
３
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
（
感
染
爆
発
）
を
宣
言
し
、
感
染
者

は
約
４
４
５
０
万
人
、
死
者
は
約
１
１
７
万
人※

で
す
。

日
本
で
の
感
染
者
は
横
浜
港
の
ク
ル
ー
ズ

船
を
含
め
、
10
万
人
を
超
え
ま
し
た
。※

（
※

２
０
２
０
年
10
月
29
日
現
在
）

歴
史
の
中
の
感
染
症
と
の
闘
い

人
類
と
感
染
症
と
の
関
わ
り
は
古
く
、
下
記

の
図
表
に
あ
る
よ
う
に
こ
れ
ま
で
様
々
な
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
発
生
の
過
去
が
あ
り
ま
し
た
。
エ
ジ
プ
ト

の
ミ
イ
ラ
に
は
、天
然
痘
や
結
核
、マ
ラ
リ
ア
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
痕
跡
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。
そ

の
後
も
、
ペ
ス
ト
や
梅
毒
、
コ
レ
ラ
な
ど
、
繰
り

返
し
感
染
症
と
闘
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。

近
年
で
も
、
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
）
や
、
中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ

Ｓ
）、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
発
生
は
、

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

そ
も
そ
も
、
ウ
イ
ル
ス
は
人
類
の
誕
生
以
前

か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
人
類

に
と
っ
て
感
染
症
と
の
闘
い
は
運
命
で
あ
っ
た

と
も
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

黒
死
病
と
し
て

長
年
恐
れ
ら
れ
た
ペ
ス
ト

か
つ
て
、
何
世
紀
に
も
わ
た
り
、
世
界
中
で

災
厄
を
も
た
ら
し
て
き
た
の
が
「
ペ
ス
ト
」。

ペ
ス
ト
の
歴
史
は
古
く
、
２
０
１
７
年
に
ロ
シ

ア
な
ど
で
発
見
さ
れ
た
、
後
期
旧
石
器
時
代
の

人
骨
に
も
ペ
ス
ト
の
痕
跡
が
あ
る
と
い
い
ま

新型コロナウイルス感染症が世界中で猛威をふるって
います。終息はいつなのか、先の見えない未来に不安を
覚えてしまいます。
しかし、人類と感染症との闘いはこれが初めてではあり
ません。過去にも多くのパンデミックがありました。
この機会に、現在のコロナウイルスと過去の感染症につ
いて振り返ってみましょう。

西暦 名称 病原体 死亡者数

165〜180 年 アントニヌスの疫病 天然痘（推測） 500万人

541〜 588 年 ユスティニアヌスのペスト ペスト菌 5000万人

1347〜1351年 ペスト（黒
こくしびょう
死病） ペスト菌 5000万人

1519〜1520年 天然痘 天然痘ウイルス 800万人

1894〜1922年 ペスト ペスト菌 1000万人

1918〜1919年 インフルエンザ（スペイン風邪）インフルエンザ（H1N1）5000万人

1981年〜 HIV 感染症（エイズ） エイズウイルス（HIV） 3200万人

■過去の主な世界的なパンデミック

※推定死亡者数は研究によって異なる。
※「繰り返されるパンデミック」,『日経ナショナルジオグラフィック社』2020年
8月号,ｐ.44-45の図表をもとに作成。

〜今、コロナ禍に向けて皆さんに伝えたい〜
編集部編
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す
。
ペ
ス
ト
は
、
こ
れ
ま
で
３
回
の
大
流
行
を

起
こ
し
ま
し
た
。

●

１１
回
目
の
大
流
行

回
目
の
大
流
行

最
初
の
大
流
行
は
、
５
４
１
年
、
東
ロ
ー
マ

帝
国
の
首
都
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
（
現

在
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
）
か
ら
で
し
た
。
皇
帝

の
名
前
か
ら
、「
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
の
ペ
ス

ト
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
は
、

皇
帝
自
身
も
ペ
ス
ト
に
か
か
り
ま
し
た
が
軽
症

で
す
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

流
行
は
、東
は
ペ
ル
シ
ャ
、西
は
南
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
へ
と
拡
大
し
、
ペ
ス
ト
は
、
そ
の
後
も
10
年

程
度
の
サ
イ
ク
ル
で
流
行
が
再
発
。
６
世
紀
末

の
収
束
ま
で
に
、
東
ロ
ー
マ
帝
国
の
ほ
ぼ
全
土

に
被
害
が
及
び
ま
し
た
。

●

２２
回
目
の
大
流
行

回
目
の
大
流
行

14
世
紀
に
入
る
と
、「
黒こ

く
し
び
ょ
う

死
病
」
と
恐
れ
ら

れ
た
大
流
行
が
起
き
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
中
央
ア
ジ
ア
と
い
う
説
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
頃
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
最
盛
期

で
、
活
発
な
交
易
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
中

央
ア
ジ
ア
で
起
き
た
ペ
ス
ト
は
東
へ
向
か
い
、

１
３
３
１
年
に
中
国
で
大
流
行
が
発
生
。
や
が

て
、
遠
征
を
続
け
る
モ
ン
ゴ
ル
の
軍
隊
を
通
じ

て
西
へ
伝
播
し
、
中
東
や
エ
ジ
プ
ト
な
ど
に
流

行
が
拡
大
し
ま
し
た
。

大
流
行
の
始
ま
り
は
１
３
４
７
年
、
ク
リ
ミ

ア
半
島
の
商
業
都
市
、カ
ッ
フ
ァ（
現
在
の
フ
ェ

オ
ド
シ
ア
）
で
す
。
当
時
の
カ
ッ
フ
ァ
は
、
モ

ン
ゴ
ル
軍
の
包
囲
下
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
軍

の
中
で
ペ
ス
ト
が
流
行
す
る
と
、
モ
ン
ゴ
ル
軍

は
撤
退
を
開
始
し
、
カ
ッ
フ
ァ
で
交
易
を
行
っ

て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
も
船
で
避
難
を
始

め
ま
し
た
。

こ
の
船
に
ペ
ス
ト
に
感
染
し
た
人
と
ネ
ズ
ミ

が
乗
り
込
ん
で
い
た
た
め
に
、
ペ
ス
ト
菌
を
拡

散
さ
せ
る
結
果
と
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の

ほ
ぼ
全
域
に
感
染
が
広
が
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と

な
っ
た
の
で
す
。
流
行
は
１
３
５
２
年
に
終
息

し
ま
す
が
、
こ
の
時
の
死
亡
率
は
60
％
と
い
う

説
も
あ
り
ま
す
。

●

３３
回
目
の
大
流
行

回
目
の
大
流
行

世
界
規
模
で
の
最
後
の
大
流
行
は
、

１
８
９
４
年
の
香
港
か
ら
。
ペ
ス
ト
は
香
港
か

ら
世
界
中
の
港
湾
都
市
へ
と
広
が
り
ま
し
た
。

日
本
で
の
感
染
は
、
神
戸
に
入
港
し
た
台
湾

船
の
乗
組
員
に
感
染
者
が
い
た
こ
と
か
ら
、
広

が
っ
た
と
い
い
ま
す
。
１
８
９
９
年
に
は
、
香

港
か
ら
の
船
に
潜
ん
で
い
た
ネ
ズ
ミ
に
よ
っ

て
、
ハ
ワ
イ
で
も
感
染
者
が
出
現
。
大
流
行

は
約
20
年
間
続
き
、
推
定
で
１
０
０
０
〜

１
２
０
０
万
人
の
死
者
が
出
た
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
時
期
は
伝
染
病
の
解
明
が
科
学

的
に
進
ん
だ
時
期
で
し
た
。
実
は
、
３
回
目
の

大
流
行
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
る
１
８
９
４
年
、

香
港
で
ペ
ス
ト
菌
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
発

見
者
は
、
香
港
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
際
に
派
遣

■ペスト医師

くちばし状の
マスクの中に
は、感染症予
防に効くとさ
れたシナモン
などの香辛料
が入っていた

（ペスト流行時、
医師が着用した
防護服）
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さ
れ
た
、
日
本
の
細
菌
学
者
で
あ
る
北
里
柴
三

郎
と
、
ス
イ
ス
生
ま
れ
の
フ
ラ
ン
ス
の
微
生
物

学
者
で
あ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
エ
ル
サ
ン
で

し
た
。

ス
ペ
イ
ン
風
邪
、

そ
の
正
体
は「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
歴
史
は
古
く
、
紀
元
前

５
世
紀
に
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
医
師
ヒ
ポ
ク

ラ
テ
ス
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
思
わ
れ
る
病

気
の
記
録
を
残
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
病
気
の
記
録
が
多
く
あ
り
ま

す
。
江
戸
時
代
に
は
、「
谷
風
」「
お
駒
風
」な
ど
、

人
気
の
力
士
や
芝
居
の
登
場
人
物
の
呼
び
名
が

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

20
世
紀
に
入
る
と
、
感
染
症
の
歴
史
の
中
で

も
最
大
の
悲
劇
と
も
い
わ
れ
る
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
大
流
行
が
あ
り
ま
し
た
。
１
９
１
８

年
か
ら
翌
年
頃
に
か
け
て
、
世
界
中
の
人
々
を

巻
き
込
ん
だ
、通
称
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
で
す
。

諸
説
あ
り
ま
す
が
、
当
時
の
世
界
人
口
（
18
〜

20
億
人
）
の
３
分
の
１
が
感
染
し
、
お
よ
そ

２
０
０
０
〜
５
０
０
０
万
人
が
死
亡
し
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
始
ま
り
に
は
、
１
９
１
８

年
３
月
に
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
基
地
か
ら
発
生
し

た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

当
時
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
頃
で
も
あ

り
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
送
ら
れ
る

何
十
万
も
の
兵
士
を
通
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全

域
に
も
ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
拡
大
。
そ
の
後
、
ア

フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
南
米
に
ま
で
感
染
が
広
が

り
、世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
１
９
１
８
年
10
月
頃
か
ら
軍
隊

や
学
校
を
中
心
に
、
本
格
的
な
ス
ペ
イ
ン
風
邪

の
流
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。

当
時
の
新
聞
に
は
、
医
師
や
看
護
師
も
感
染

し
、
入
院
患
者
も
断
ら
れ
る
な
ど
、
医
療
崩
壊

が
起
き
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
記
事
も

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

結
果
的
に
、
日
本
で
は
１
９
２
１
年
頃
ま

で
３
回
の
流
行
が
あ
り
、
当
時
の
内
務
省
衛

生
局
の
報
告
に
よ
る
と
、
感
染
者
数
は
約

２
４
０
０
万
人
、
死
亡
者
は
約
39
万
人
に
も
及

び
ま
し
た
。

アメリカから始まったのに、なぜスペイン風邪？

スペイン風邪の流行時は、第一次世界大戦の真最中で、参戦していた国々の兵士にも多くの

感染者が出ました。こうしたインフルエンザによる被害は、各国の戦局にも大きな影響を与

えます。そのため、インフルエンザ感染の拡大による戦力低下を敵国に知られないように、

インフルエンザの流行を隠していました。しかし、大戦時に中立国であったスペインでは情

報統制が行われず、スペイン国王や大臣もインフルエンザに罹ったことを、広く世界に報道

していたのです。そのために、インフルエンザの大流行がスペインから起きたかのように受

け取られ、「スペイン風邪」という名がついたといわれています。

豆知識
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パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
変
え
た

社
会
の
様
式

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
よ
う
な
感
染
爆
発
で
は
、

人
々
へ
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
く
、
社
会

の
あ
り
方
に
変
化
を
も
た
ら
し
ま
す
。

ペ
ス
ト
の
大
流
行
で
は
、
多
く
の
犠
牲
者
が

出
た
こ
と
で
労
働
力
が
減
り
、
労
働
者
の
賃
金

が
大
き
く
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
感
染
症
に
は
宗
教
の
力
も
及
ば
な
い

の
で
は
と
い
う
意
識
が
社
会
全
体
に
起
こ
り
、

教
会
の
権
威
も
墜
ち
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
か
ら

新
し
い
潮
流
が
生
ま
れ
、
ロ
ー
マ
時
代
に
文
化

を
再
生
し
よ
う
と
い
う
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
時
代

へ
と
進
み
、
科
学
や
芸
術
が
盛
ん
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。

コ
レ
ラ
の
流
行
後
は
、
不
衛
生
な
環
境
が
感

染
爆
発
の
原
因
と
み
な
さ
れ
、
上
下
水
道
の
整

備
、
広
い
道
路
、
衛
生
的
な
住
居
な
ど
都
市
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
際
に
は
、
ア
メ
リ
カ
で
学

校
や
教
会
、
劇
場
な
ど
の
娯
楽
施
設
が
閉
鎖
さ

れ
、
マ
ス
ク
の
着
用
が
義
務
化
に
。
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
で
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
な
い

人
が
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
も
な
り
ま
し

た
。日

本
で
ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
流
行
し
た
と
き
に

は
、公
衆
衛
生
も
受
け
持
っ
て
い
た
警
視
庁
が
、

予
防
策
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

「
多
く
の
人
が
集
ま
る
場
所
に
行
か
な
い
」「
外

出
す
る
時
は
マ
ス
ク
を
す
る
」「
う
が
い
薬
で

う
が
い
を
す
る
」「
マ
ス
ク
を
し
な
い
人
が
電

車
内
な
ど
の
人
込
み
で
せ
き
を
す
る
と
き
は
布

や
紙
で
口
と
鼻
を
お
お
う
」「
せ
き
を
し
て
い

る
人
に
は
近
寄
ら
な
い
」「
頭
痛
、
発
熱
、
せ

き
な
ど
の
症
状
が
あ
る
と
き
は
す
ぐ
に
医
者

に
」
と
、今
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
驚
き
ま
す
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
に
お
い

て
も
、
人
同
士
の
接
触
機
会
を
減
ら
す
こ
と
を

目
的
に
、
在
宅
勤
務
や
リ
モ
ー
ト
会
議
な
ど
が

広
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で

す
。ま

た
、
レ
ジ
ャ
ー
に
お
い
て
も
、
オ
ン
ラ
イ

ン
配
信
で
の
音
楽
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
オ
ン
ラ
イ

ン
旅
行
な
ど
の
新
し
い
楽
し
み
方
も
生
ま
れ
ま

し
た
。

感
染
症
か
ら
身
を
守
る

私
た
ち
の
身
の
回
り
（
水
・
空
気
・
土
・
動

物
・
人
）
に
は
、
目
に
見
え
な
い
、
さ
ま
ざ
ま

な
病
原
体
が
存
在
し
て
お
り
、
ウ
イ
ル
ス
や
細

菌
な
ど
が
代
表
的
な
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
病

原
体
が
体
内
の
細
胞
や
組
織
、臓
器
に
侵
入
し
、

発
熱
、
下
痢
、
腹
痛
、
嘔
吐
な
ど
の
症
状
を
起

こ
す
の
が
感
染
症
で
す
。

と
は
い
え
、
必
要
以
上
に
感
染
症
を
恐
れ
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。適
切
な
情
報
の
確
認
と
、

マ
ス
ク
の
着
用
等
を
含
め
た
予
防
策
を
取
る
こ

と
で
、
自
分
自
身
や
周
囲
の
人
た
ち
の
命
を
守

る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

人
類
は
、
過
去
の
感
染
症
と
の
闘
い
で
、
ワ

ク
チ
ン
の
開
発
や
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
新
た
な

生
活
様
式
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
を
駆
使
し

て
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
も
、
い
つ
か
は
収
束
の
と
き
が
来
る
は
ず

で
す
。ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
乗
り
切
り
、ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
で
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
、
新
し
い
世
界
に

希
望
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

※研究者によって感染症の概要についての定義は異なります。
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金
融
機
関
で
加
速
す
る

金
融
機
関
で
加
速
す
る

「
デ
ジ
タ
ル
化
」
の
流
れ

「
デ
ジ
タ
ル
化
」
の
流
れ

銀
行
で
口
座
を
作
る
と
、
紙
の
預
金
通
帳
が

も
ら
え
ま
す
。
一
見
当
た
り
前
の
よ
う
で
す

が
、
今
後
は
そ
う
で
は
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
と
い
う
の
も
、
大
手
銀
行
が
相
次
い
で

通
帳
を
有
料
化
す
る
か
ら
で
す
。

み
ず
ほ
銀
行
で
は
、
２
０
２
１
年
１
月
18
日

以
降
に
新
規
口
座
を
開
設
し
た
個
人
・
企
業
が

通
帳
を
発
行
・
繰
越
す
る
と
、
１
１
０
０
円
の

手
数
料
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

三
井
住
友
銀
行
も
、
２
０
２
１
年
４
月
１
日

以
降
に
新
規
開
設
す
る
口
座
で
紙
の
通
帳
を
発

行
す
る
と
年
額
５
５
０
円
、
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
未
利
用
で
２
年
以
上
入
出
金
が
な
く
、
残
高

１
万
円
未
満
の
口
座
で
は
年
額
１
１
０
０
円
の

手
数
料
を
徴
収
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

な
お
、
い
ず
れ
も
既
存
の
口
座
は
対
象
外
。

み
ず
ほ
銀
行
は
70
歳
以
上
、
三
井
住
友
銀
行
は

18
歳
未
満
と
75
歳
以
上
の
方
は
無
料
で
す
。

通
帳
の
管
理
に
は
、
１
口
座
あ
た
り
年
間

２
０
０
円
の
印
紙
税
に
加
え
、
印
刷
費
や
管
理

コ
ス
ト
な
ど
の
経
費
が
か
か
る
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
を
圧
縮
す
る
た
め
、
有
料
化
に
踏
み
切
っ

た
と
い
う
わ
け
で
す
。

業
界
大
手
の
２
行
が
通
帳
を
有
料
化
す
る
こ

と
で
、
今
後
、
他
の
銀
行
に
も
同
じ
動
き
が
起

き
る
可
能
性
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

多
く
の
銀
行
で
は
、
紙
の
通
帳
か
ら
ウ
ェ
ブ

通
帳
へ
の
切
替
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ウ
ェ
ブ

通
帳
を
利
用
す
れ
ば
、
い
つ
で
も
ス
マ
ホ
等
か

ら
入
出
金
明
細
が
確
認
で
き
ま
す
。
金
融
機
関

に
よ
っ
て
は
、
明
細
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
通
帳
を
な
く
す

心
配
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
記
帳
を
す
る
手
間
も
な
く
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ウ
ェ
ブ
通
帳
に
切
り
替
え

る
こ
と
で
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
手
数
料
が
無
料
に
な
っ

た
り
、
ポ
イ
ン
ト
や
現
金
が
も
ら
え
た
り
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
金
融
機
関
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、
ウ
ェ
ブ
通
帳
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
た
め

の
I
D
や
パ
ス
ワ
ー
ド
を
忘
れ
る
と
確
認
が

で
き
な
く
な
る
欠
点
も
あ
り
ま
す
。
メ
リ
ッ
ト

が
多
い
と
は
い
え
、
き
ち
ん
と
し
た
管
理
が
求

め
ら
れ
る
の
は
紙
の
通
帳
と
同
じ
で
す
。

世
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
が
ネ
ッ
ト
に

移
行
す
る
時
代
、
通
帳
も
ま
た
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
有
料
化
を
機
に
、
ウ
ェ
ブ
通
帳
を
利

用
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

紙より便利に！
ウェブ通帳のすすめ

第　　　 回117

10
00
0

10
00
0
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てたこと、参加者が献血に興味をもち、今回
の活動以外や各々の会社でも活動に取り組ん
でいただいたりと献血の輪が広がっていくこ
とは大変嬉しく思います。
このたびの活動で、岡山県赤十字献血セン
ターの方々より感謝のお言葉をいただきまし
た。

コロナ禍でも必要とされていることに
は変わりがない

普段私たちが行っている、社会貢献活動です
が、今はコロナ禍で思うようにいきません。
ですが、このような状況でも、輸血用の血液
の有効期間は短いため、需要に見合うよう毎
日約 13,000 人の方に献血協力をいただく必
要があるとのことでした。
2021 年 2 月も引き続き、献血月間を実施し
たいと考えています。

献血月間に35名が参加

岡山県協会は、2 月に献血月間を実施してい
ます。
私たちは、2020 年 2 月 1 日から 2 月 29 日
にかけて、岡山市北区にある、献血ルーム 
うらら ( 岡山県赤十字血液センター）にて、
献血活動を行い、献血月間中に、35 名（会
員 30 名、一般 5 名）の会員が参加しました。
岡山県で献血した血液は日本赤十字社中四国
ブロック血液センター（広島）へ送られ、検
査や製造を経て各医療機関へと届けられてい
ます。
輸血といえば、手術や事故で必要とされるの
ではないかというイメージがありますが、実
際、血液の多くはがんなどの病気治療のため
に使用されているそうです。
私たちの活動はささやかではありますが、こ
の献血活動をしたことで、少しでもお役に立

輸血を必要としている患者さんの
尊い生命を救うために
岡山県協会　会長　髙橋 典子
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〜JAIFA地方協会活動レポート〜

JAIFAの私たちにできることが必ずあると信じて！
レポーター　山原　英子（三重県協会会長／日本生命）

JAIFA 三重県協会では新型コロナウイルス感染症予防対策により、7 月から ZOOM 会議を導入して公益福祉
活動を行っています。

 ▶ 三重県
人口 176 万 8,632 人

（2020 年 9 月 1 日現在）
お伊勢参りで有名な伊勢神宮がある。
冬至の朝は、この時期に宇治橋の真ん
中から太陽が昇るため、内宮前には朝
日を拝む人々が集まる。江戸から明治
期の建築物等を再
現した「おかげ横
丁」も参拝客に人
気。

No.35

リモートで公益活動を再開

三重県は縦長の地形をしているという理由から、従
来、県の中心地で幹事会を開催しておりましたが、
ここ数年は開催場所をあらゆる場所に移動して、よ
り多くの幹事が参加できるように工夫しておりま
す。
通常であれば、毎月１回の幹事会を開催していると
ころですが、このような状況で今年度前半より、開
催できておりません。
しかし、７月より ZOOM 会議を開催しながら、徐々
に私たちの本来果たすべき役割、活動が行えるよう
取り組んでいます。

昨年は初開催のリレー・フォー・ライフに参加

昨年度は、2019 年 9 月 28 日から 29 日にかけて
初開催された、リレー・フォー・ライフ・ジャパン
三重に参加しました。（2020 年 9 月にも開催を予
定されていたが、コロナウイルスの影響により開催
中止）
今年は、三重県が取り組んでいる「新型コロナ克服 
みえ支え“愛”募金」への参加について詳細を詰め
ています。この募金活動は、過酷な状況で昼夜を問
わず業務に従事する医療従事者の方々や、放課後児
童クラブ、介護施設、障がい福祉施設等で献身的に
子どもたちや高齢者等を支える方々を応援し感謝の
気持ちを現場に届けるという趣旨になります。
コロナ禍により、大変な世の中になりましたが、
JAIFA の私たちにできることが必ずあると信じ、皆
で頑張っていきましょう！
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JAIFA社会貢献顕彰JAIFA社会貢献顕彰
2021年 JAIFA年次大会in広島 表彰に向けて

ご推薦
ください♪

平成２３年度から開始された「社会貢献顕彰制度」は、地方協会で独自に実施している	
社会貢献事業において、地域の特色を活かした活動を通じ住民の皆さまに広く喜ばれ、	
新聞に掲載されるなど、ＪＡＩＦＡ活動に大きく貢献している協会や個人を表彰する制度	
として、事業年度ごとにＪＡＩＦＡ年次大会で表彰を行ってまいりました。
本年度も会員一人ひとりが社会貢献活動への関心を深め、より積極的な活動に繋がるよう、
十分な選定を検討したいと考えております。

下記のアンケートにご回答いただき、令和 3 年１月 29 日（金）必着で、
下記ＪＡＩＦＡ本部事務局までお送りください。選考の参考として検討させていただきます！！

ＦＡＸでお送りいただく場合→アンケート回答用紙は、ＪＡＩＦＡホームページ→「トピックス」にも掲載しておりますので、ダウンロードしてお使いください。
メールでお送りいただく場合→「推薦名称」「推薦理由」と推薦者の「協会名」「会社名」「お名前」をお書きいただき下記メールアドレスまでご送信ください。

アンケートのご送付について

お願い※記入枠が足りない場合や参考となる資料がある場合には、別紙添付のうえ、お送りいただければ幸いです。
～ご送付先～
◆FAXにてお送りいただく場合	 FAX：03 ―3241 ―0314	 ＪＡＩＦＡ社会貢献委員会　行
◆メールでお送りいただく場合	 E-mail：info@jaifa.or.jp	 ＪＡＩＦＡ社会貢献委員会　行

（推薦者）必ずご記入ください。

協会名　　　　　　　　　 　　　　　 　　　　  　お名前　　　　　　  　　　　 会社名　　　　　　　　　 　　　　   　　　　　　

※下記、【団体・個人】の中から該当箇所を〇で囲み、その推薦する名称と推薦理由をお書きください！

 【　団体　・　個人　】の
 推薦名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 を推薦します！

推薦理由
�

�

�

�

�

そこで、２０21 年 ＪＡＩＦＡ年次大会 in 広島に向けて、
受賞候補者の推薦アンケートを募集いたします。

あなたの近くにいる継続して社会貢献を行っている功労者（個人・団体）の
推薦をお願いします！！


